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マニュアルの構成 

○ マニュアルの作成にあたって

１ 地震・津波への理解 

・ 想定される地震の震度や、液状化のリスク等の把握 

・ 想定される浸水深・到達時間等の把握 

２ 日頃の備え 

・ 体制づくりについて 

・ 必要な機械・器具の準備・点検について 

・ 施設内での安全確保について 

・ 避難場所・避難経路の想定について 

・ 避難時の安全確保について 

３ 津波が発生したときの備え 

・ 津波発生時の行動マニュアル 

４ 教育・訓練の実施 

・ 外国人旅行者への対応手順について 

○ マニュアルの様式

１ 想定される震度及び浸水深・到達時間等【様式１】 

２ 防災体制表【様式２】 

３ 必要な機械器具のチェックリスト【様式３】 

４ 施設内での安全確保のチェックリスト【様式４】 

５ 避難場所・避難経路図【様式５】 

６ 避難時の安全確保のチェックリスト【様式６】 

７ 津波発生時の行動マニュアル【様式７の１】【様式７の２】 

８ 外国人旅行者への対応手順【様式８】 

９ 教育・訓練実施のチェックリスト【様式９】 
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２ 日頃の備え 

○なぜ、日頃の備えが必要か

・ 津波対策の基本は、一刻も早く安全な場所に避難することです。 

・ 限られた時間で、的確・迅速に避難するためには、日頃の備えと訓練が重要です。 

１ 体制づくり 

・ いざという場合の、役割分担をあらかじめ決めておきましょう。 

・ 基本的な体制は、統括係・通報連絡係・安否確認係・避難誘導係・救護係です。 

・ 昼間・夜間・フロア別など、いくつかのパターン別に決めておくことが有効です。 

【参考】 様式２ 防災体制表 

２ 必要な機械・器具の準備・点検 

・ いざという場合に必要な機械・器具を、リストアップし、準備しておきましょう。 

・ いざという場合に、すぐに使用できる場所に保管することも重要です。 

・ 使用方法や使用可能かどうかを、訓練などで定期的に点検することも必要です。 

【参考】 様式３ 必要な機械・器具のチェックリスト 

３ 施設の安全確保 

・ けがをすると、その後の避難や、避難誘導に、大きなハンディとなります。 

・ けがをしないよう、施設内外のリスクをできるだけ無くしておきましょう。 

・ また、避難経路となる通路・階段等の安全確保も重要です。 

【参考】 様式４ 施設内での安全確保のチェックリスト 

４ 避難場所・避難経路の想定 

・ 津波発生時の避難場所と、避難場所への避難経路を想定しておきましょう。 

・ また、避難誘導の起点となる施設内の集合場所を想定しておきましょう。 

・ 施設によっては、避難場所を建物内の高層階にすることも考えられます。 

・ 地域によっては、複数の避難場所や避難経路を想定しておくことも必要です。 

【参考】 様式５ 避難場所・避難経路図 

５ 避難時の安全確保について 

・ 避難場所への避難経路に危険な箇所がないか、確認をしておきましょう。 

・ 管理者等と事前に話し合い、場合によっては、避難経路の変更も必要です。 

【参考】 様式６ 避難時の安全確保のチェックリスト 
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３ 津波が発生した時の備え 

○ 様々なケースを想定した備えが必要

・ 津波対策の基本は、一刻も早く安全な場所に避難することです。 

・ より短時間で判断し、的確な行動をとるためには、日頃から様々なケースを想定

し、対応を検討して、できるだけ想定外を少なくしておくことが必要です。 

・ 多くの課題が同時に発生した場合や、必要な人員がそろわない場合に備えて、各

業務の優先順位を決めておくことも必要です。 

・ また、津波から逃げ遅れることのないように、津波の到達時間を踏まえて、各業

務を打ち切る時間（避難開始時間）を決めておくことが非常に重要です。 

・ 短時間で津波が到達しうる地域では、情報収集を後回しにして、直ちに避難誘導

を開始するなど、一刻も早く安全な場所に避難することが最優先となります。 

【参考】 様式７－１．７－２ 津波発生時の行動マニュアル 

４ 教育・訓練の実施 

○ いざという場合の確実な対応に向けて

・ いざという場合に確実に対応するためには、「地震・津波発生に伴う危険性」や、

「観光客が災害弱者であること」、「お客様の安全確保は施設の責務であること」

などを、従業員一人ひとりが理解しておくことが必要です。 

・ また、外国人旅行者への対応も含めて、事前に十分な教育・訓練を繰り返すこと

により、いざという場合に、的確かつ迅速な対応を行うことが可能となります。 

・ さらに、十分な教育・訓練の実施は、マニュアルの問題点や、想定していなかっ

た課題への気づきにもつながります。これらの解決策を検討していくことで、い

ざという場合に、より確実な対応が可能となります。 

【参考】 様式８ 外国人旅行者への対応手順  

様式９ 教育・訓練実施のチェックリスト 
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マニュアルの様式 

・ この様式は、各施設等がマニュアルを作成する際の参考資料として作成したもの

です。 

・ 「マニュアルの作成にあたって」で説明してきた内容や、この様式を参考に、各

事業所が、それぞれの特性や事情に沿った「地震・津波対策マニュアル」を作成

し、いざという場合に備えてください。 

・ それぞれの様式は、各事業所において、対策の達成度を確認するためのチェック

リストとして活用したり、目につく場所に貼って共有したり、従業員の教育資料

として活用したりすることもできます。 

・ 消防法に基づいて消防計画を定めている施設や、すでに地震・津波対策のための

マニュアルを整備している施設などでは、それらの補足や拡充のために役立ちそ

うな様式を選んで、活用いただくこともできます。 

・ この様式で、地震・津波発生時のすべての対策がカバーできる訳ではありません。

施設等ごとに、実際に地震・津波が発生したときのことを想定し、他に備えてお

くべきことがないか検討しておきましょう。（例：体の不自由な方など、徒歩での

避難が困難な方の支援の方法や、近隣の宿泊施設との連携について。施設等が高

台にある場合は、浸水する地域からの避難者の受け入れについても、検討してお

くと良いでしょう。） 





【想定される震度及び浸水深・到達時間等の調べ方】

①様式１に記入する想定される震度（理論上最大クラス）、液状化危険度、想定される浸水深（理
 論上最大クラス）、想定される到達時間（浸水深３０ｃｍ）の数値は、三重県のホームページで公
 開している資料により確認することができます。
②県のホームページで公開されている資料では自らの施設の数値の特定が難しい場合は、各市

 町が公開しているハザードマップ等も参照し、自らの施設のリスクを把握してください。
（市町により、予測の基礎となるデータの調査年度が異なる場合があるので、ご留意ください。）

③なお、一部の市町については、南伊勢町のホームページで公開しているシステム（下表リンク
 数値を確認することができます。

ホームページリンク先

①

②

③

津波浸水深

津波到達時間

県ホームページのハザードマップ（災害予測図）一覧からご覧
いただけます。（http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/hazard/）

県内市町の避難所情報、
防災マップ一覧

http://www.bosaimie.jp/ne000.html

三重県の「防災み
え.jp」ホームページ内
にある、市町ホーム
ページのリンク先一覧

南伊勢町 震度 http://gis.sakimori.eng.mie-
u.ac.jp/map/map/?cid=1&gid=6&mid=199&lon=136.7
230559&lat=34.3452780&scale=12000

南伊勢町以外の一部
の市町のデータもシス
テム内で確認すること
ができる液状化危険度

公開元・情報の種別 リンク先 備考
三重県 震度 http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/hazard/shindo

yosoku_h25.htm

液状化危険度 http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/hazard/ekijou
kakikendoyosoku_h25.htm

津波浸水深 http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/tsunami/shins
uiyosokuzu_h25.htm

津波到達時間 http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/tsunami/shins
uiyosokuzu_h25.htm

三重県 ハザードマップ 検 索 

三重県 避難所・防災マップ 検 索 

南伊勢町津波ハザードマップ 検 索 

※ＧＩＳのページです。検索結果の２番目以降で

ある可能性があります。 
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【ポイント】

 ・ 当防災体制表は、昼の時間帯や夜の時間帯など、勤務シフトに応じて作成しておきます。

 ・ 事業所の規模が小さい場合などは、一人の職員が複数の役割を担うこととなります。その場合は、役割の優先順位を決めておきます。

 ・ 多くの人員が確保できる場合であっても、責任者や担当者が不在の場合も考慮し、不足する係の人手を補完できるような意識付けが必要です。

 ・ 施設外にいる職員に役割分担をさせる場合は、参集基準を定めるとともに、作業開始までの時間（参集に要する時間）を考慮した役割分担をしておきま

 す。

 ・ ただし、施設外にいる職員の参集は、職員の自発的な参集を基本としますが、津波浸水の危険のある施設では、安全が確認できるまで、参集しないよ

 に伝えておきます。

 ・ 外国人対応係は、英語、中国語、韓国語を中心とした言語で対応できる担当者を複数名選出しておくことが望ましい。

10



必要な機械器具のチェックリスト

 情報

 設備

 避難

 援助

 応急手当

 救助

 ・ 保管場所等、数量を記入しておくこと。 （点検日）

 ・ 定期的（ 回／ ）に点検すること。 平成 年 月 日

【ポイント】

 ・ 施設の状況に応じて、必要な品目をリストアップし、必要性の高いものから順に

 備えていきます。（事業所の実情に応じて、品目の追加・削除を行います。）

 ・ 保管場所は、いざという場合にすぐ取り出せる場所にします。

 ・ 訓練において、品目や保管場所が適当かどうか、検証します。

 ・ どこに何が保管されているかを、わかりやすく表示しておくことも必要です。

 ・ 点検者と点検頻度を決めて、定期的に点検します。（実際に使用できるか、動作確認を含みます。）

携帯電話（緊急速報メールが受信できるもの）

館内放送設備

様式３

保管場所等 数量品 目

緊急地震速報受信機

防災無線（個別受信機）

携帯ラジオ

区 分

ハンドマイク・メガホン・ホイッスル

非常灯

外国人観光客用コミュニケーションカード

車いす

懐中電灯

担架、ストレッチャー

松葉づえ

ヘルメット・防災ずきん

履物類

非常口のマスターキー

JINRIKI等の搬送補助具

スコップ・つるはし

ハンマー

AED

包帯

ガーゼ・脱脂綿・油紙

三角巾

傷薬・消毒薬

のこぎり

ロープ

ジャッキ

はしご

手袋（線手・軍手・皮手袋）

点検者

バール・金てこ・鉄パイプ

はさみ

絆創膏
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 建物

 備品

 物品

 厨房

 その他

 ・ 定期的（ 回／ ）に点検すること。 （点検日）

 ・ 安全性が☓だった項目の備考には、今後の対応等を記入すること。 平成 年 月 日

【ポイント】

 ・ 対応に費用が発生するものもあります。

 ・ 費用が発生しないところから順に対応するなど、工夫しながら取り組んでいきます。

 ・ 点検者と点検頻度を決めて、定期的に点検します。

建物の耐震補強

ガラスの飛散防止

様式４

施設内での安全確保のチェックリスト

区 分 内 容

ブロック塀等の倒壊防止

防火戸の安全確認

非常口ドアの作動確認

ロッカー・タンス・書棚等の移動・転倒防止

高所にある物品の落下防止、撤去

自動販売機・展示物等の移動・転倒の防止

避難経路（廊下、階段、非常口等）付近の物品の撤去

食器棚・冷蔵庫等の移動・転倒の防止

点検者

安全性
（○・☓）

備考

天井設備（空調・照明器具等）の落下防止

屋外設備（看板・屋根瓦等）の落下防止

就寝場所や勤務スペース周辺の危険物の撤去

テレビ・ＯＡ機器（特にコピー機）等の移動・転倒防止

火元付近の可燃物の移動・転倒・落下等の防止、撤去（火
気使用設備・器具からの出火防止措置）

危険物等の流出、漏えいの防止
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【ポイント】

＜避難場所の選定＞

 ・ 周囲の津波到達時間や浸水深を十分考慮して避難場所を選定しておきます。

※避難場所は、津波浸水区域外にあることが基本です。

 ・ 短時間で津波が到達する可能性のある地域では、複数の避難場所を想定しておくことも必

 要です。

※高齢者や障がい者、妊婦などの要配慮者の場合、移動に要する時間が健常者の２倍程

 度かかるといわれています。

※施設外へ出る時間が遅くなった場合や要配慮者の場合も考慮し、施設内での垂直避難の

 可能性や津波浸水区域内であったとしても近隣の高い建物への避難の可能性も検討して

 おきましょう。

 ・ 建物の耐震性が十分で、かつ、津波の影響を受けない上層階を持つ施設等においては、

 施設内での垂直避難の可能性も検討し、上層階への避難経路図も作成しておきます。

※ただし、地震発生時には火災が起こる可能性もあるため、施設外の避難場所も選定して

 おきましょう。

＜避難経路の選定＞

 ・ 経路が遮断された場合に備えて、複数の避難経路を想定しておきます。

様式５

避難場所・避難経路図
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＜その他＞

 ・ 様式６を用いて、避難場所・避難経路の適切性を検証します。

 ・ 避難場所と避難経路を従業員に周知し、全ての従業員がお客様を誘導できるようにします。

 ・ 非常時の避難経路図は、部屋に備え付けたり、客室のドアなど目にとまる場所に貼り出して

 おくとともに、可能ならば、チェックイン時に配付するなど、お客様が事前に確認できるよう努

 めます。

 ・ 消防計画に定めた避難経路図やその他独自に作成している避難経路図などが既にあれば、

 それらを添付します。

 ・本マニュアルの参考資料として添付されている「津波避難マップ」を利用する場合は、下記の

 リンク先からマップの「ひな型」と「作成の手引き」を入手し、津波避難マップを作成し、それを

 添付します。

http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/manual map/manual map.htm
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 避難場所

 避難所

 事前周知

 避難路

 ・ 定期的（ 回／ ）に点検すること。 （点検日）

 ・ 安全性が☓だった項目の備考には、今後の対応等を記入 平成 年 月 日

すること。

【ポイント】

 ・ 「☓」の項目については、管理者と話し合いを行います。

 ・ 「☓」の項目が多い場合は、他の避難場所や、他の避難経路を検討することも必要

 ・ 点検者と点検頻度を決めて、定期的に点検します。

様式６

避難時の安全確保のチェックリスト

区 分 内 容
安全性
（○・☓）

備考

孤立の危険性

避難場所までの移動時間（津波到達時間内か）

避難場所の安全性（浸水域外で十分な海抜が確保さ
れているか）

多言語による説明を行っているか（多言語による非常
時の避難経路図を受付の際に手渡すなど）

避難場所・避難経路をわかりやすく表示しているか

受付の際などに非常時の対応を説明しているか

ブロック塀

津波以外の原因による浸水危険箇所

橋梁の有無

点検者

倒壊し、道路をふさぐ恐れのある建物、構造物

くずれて、道路をふさぐ恐れのあるがけ

石垣

車いす等の通行が困難な箇所（階段・未舗装）

急な階段、スロープ

避難者による混雑が予想される箇所

十分に固定されていない自動販売機

手すりのない階段、スロープ

避難場所から避難所までの誘導方法は決まっている
か（従業員が誘導する、住民とともに地区の代表者等
が誘導する等）

避難所の場所を把握しているか（屋根がないなど、避
難場所での長時間滞在がむずかしい場合）
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○ 安否確認係
火災発生の警戒及び被害状況の把握のため、建物内を巡視する。その際、建物内に取り残され
た人がいないかどうか確認し、全体統括係に報告します。

○ 避難誘導係

 地震発生直後

分後

分後

分後
分後

○ 救護係

 地震発生直後
分後

分後

分後
分後

○ 外国人対応係
・ 日本語のわからない外国人のお客様がいる場合は、その方のわかる外国語を話せる従業員

 ができるだけ付き添って誘導します。

 ・ 外国語対応できる従業員がその場にいない場合は、外国人ツアーに同行している添乗員やガ

 イドに協力を要請して誘導を行います。

 ・ 従業員、添乗員、ガイドのいずれもその場に居合わせない場合は、多言語表記のある「避難

 マップ」を活用し避難ルートを示すとともに、周囲のお客様につきそって避難するよう促します。

※全体の流れは、別紙に示すとおり。

避難場所へ移動開始 介添が必要な方がいる場合は援助
津波到達

 時間の目安

施設内の集合場所で負傷者の応
急手当

取り残された方がいる場合は、安否確認
係と連携しながら救助する

救護用の機械器具の準備
全体統括係より避難方針を確認

↓

行 動

避難場所へ移動開始・誘導 介添が必要な方がいる場合は援助
津波到達

避難状況の確認 宿泊者名簿により逃げ遅れの有無を確認
必要に応じて、お客様に懐中電灯・履物等
を配付

行 動
施設内の集合場所への避難誘導

全体統括係より避難方針を確認
↓

（引き続き）
施設内の集合場所への避難誘導

 時間の目安 備 考

並行して避難用機械器具の準備を行う
取り残された方がいる場合は、安否確認
係と連携しながら救護係に連絡する

備 考

通報連絡係及び安否確認係と連携しなが
ら、館内放送や声かけにより、施設内の集
合場所への避難誘導を行う

避難の必要性がない場合は

対応終了 

避難の必要性がない場合は

対応終了 
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【ポイント】

 ・ 防災体制表に応じて、係別に作成します。

 ・ 想定される津波到達時間から逆算して、それぞれの活動の時間を決定します。

 ・ 細かすぎず、大まかすぎず、適度でわかりやすいものとします。

 ・ お客様には、老若男女、障がいのある方、体調のすぐれない方、けがをされた方、ペットを同

 伴されている方、外国人の方など、様々な方がおられます。

 ・ 多くの課題が同時に発生した場合や必要な人員がそろわない場合は、全体総括係の指示

 に従います。全体総括係は、日頃から様々なケースを想定しておきます。

 ・ 津波から逃げ遅れることのないように、津波の到達時間を踏まえた各業務の目安の時間を定

 めておきます。

 ・ 短時間で津波が到達する可能性のある地域では、一刻も早く安全な場所に避難すること

18



最
初
の
揺
れ
が
収
ま

っ
た
時

様式７の２

全体統括係 通報連絡係
安否確認係

救護係
避難誘導係

外国人対応係
地
震
発
生
直
後

大きな地震、あるいは、比較的揺

れが小さくても１分以上の長い時

間揺れた場合 

情報収集 

避
難
方
針
の
決
定

津波来襲の危険性あり 津波危険性なし 

浸
水
予
測
エ
リ
ア
内

耐震性等が

十分で上層

階への避難

が可能な施

設 

避難場所へ

の避難が必

要な 

施設 

建物の倒壊の

恐れや火災の

発生等がない 

建物の倒壊の

恐れや火災の

発生等がない 

避難場所（上

層階）への避

難 

避難場所への避難 

※浸水予測 エリア内では 

津波到達時間を意識した 

避難行動が必要 

避難の必要

性がない 

避難の指示（避難方針の伝達） 

（必要な場合）避難場所へ移動開始 

各係の状況を確認する。 

（安否情報の確認は重要） 

※必要に応じて役割分担 

  の変更を指示 

逃げ遅れた人がいないかどう

かを把握する。 

建物の倒壊の恐れや火災の

発生等がある 

館内放送や拡声器等によ

り、 

「身の安全の確保」 

「冷静な（落ち着いた）行

動 

「状況の説明」 

「避難誘導」 

火災発生の警戒及び

被害状況の把握のた

め、建物内を巡視する。 

その際、建物内に取り

残された人がいないか

どうか確認し、全体統

括係に報告する。 

通報連絡係及び安否

確認係と連携しながら、

館内放送や声かけに

より、集合場所への避

難誘導を行う。 

通報連絡係及び安否

確認係と連携しながら、

館内放送や声かけに

より、施設内の集合場

所への避難誘導を行

並行して避難用機械

器具の準備を行う。 

取り残された人がいる

場合は、安否確認係

と連携しながら救護係

救護用の機械器具を準

備する。 

避難方針の確認 

（救護係） 

施設内の集合場所で

負傷者の応急手当を

（救護係） 

取り残された方がいる

場合は、安否確認係と

宿泊者名簿により逃げ遅れの有無を確認する。 

避難場所へ誘導する。 

介添が必要な方がいる場合は、援助する。 

（外国人担当係） 

できるだけ付き添って

施設内の集合場所へ

（外国人担当係） 

できるだけ付き添って

避難場所へ誘導する。 

館内放送や拡声器等によ

り、 

「身の安全の確保」 

「冷静な（落ち着いた）行

動 

「状況の説明」 

「避難誘導」 
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１ チェックイン時の情報提供

・ 津波避難マップやSafety Tips説明資料などの災害時に役立つ情報が記された文書をお客様に

渡します。

○ チェックイン時のコミュニケーション 外国人旅行者用コミュニケーションカード（１）

２ 地震による揺れが発生している時

（１） 身の安全の確保を呼びかける

・ 周囲にいる外国人旅行者に対し、「あわてず、まず身の安全を確保する」よう呼びかけ、頭を
保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難するよう促します。

（２） 冷静な（落ち着いた）行動を呼びかける
・ 地震発生直後にパニックとならないよう、落ち着いて行動するように呼びかけます。

○ 館内放送や拡声器等による呼びかけ 外国人旅行者用コミュニケーションカード（２）

３ 最初の揺れが収まった時

（１） 状況の説明及び避難誘導等

・ 「大きな地震が発生したこと」、「現在、地震・津波などに関する情報を収集しており、状況が
わかり次第、情報提供を行う」ことを呼びかけます。

・ 避難方針が決まったら速やかに方針に沿って避難誘導等を行います。

○ 館内放送や拡声器等による呼びかけ 外国人旅行者用コミュニケーションカード（３）

４ ひと段落した時

（１） 安否確認

・ 避難場所への移動が完了したら、外国人旅行者を含めたお客様全員の安否確認をします。

・ 避難の必要がなかった場合も、施設内を巡回し、安否確認を行います。

○ 館内放送や拡声器等による呼びかけ 外国人旅行者用コミュニケーションカード（４）

５ その他の対応

上記以外に傷病者への対応等、外国人コミュニケーションカード（５）を活用するなどしながら
対応します。

○ 館内放送や拡声器等による呼びかけ 外国人旅行者用コミュニケーションカード（５）

様式８

外国人旅行者への対応手順
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基礎知識

 基本事項

 技術

 訓練実施

 ・ 定期的（ 回／ ）に確認すること。 （点検日）

 ・ ☓だった項目の備考には、今後の対応等を記入すること。 平成 年 月 日

＜教育・訓練実施日＞

前回 年 月 日

今回 年 月 日

次回予定 年 月 日

【ポイント】

 ・ 基礎知識等の職員への教育、必要な技術の習得、実地の訓練等を定期的に実施します。

 ・ 教育・訓練の際に判明した課題について、しっかりと対応していくことにより、いざという場合に

 より的確な対応が可能となります。（マニュアルの見直しなど）

 ・ 点検者と点検頻度を決めて、定期的に点検します。

地域の防災訓練への参加

点検者

避難場所・避難経路

機械・器具の操作

地震・津波発生時を想定した避難訓練など
（行動マニュアルの確認・更新）

救命救急（人工呼吸・心臓マッサージ）

応急手当（止血等）

各自の役割分担

必要物資の保管場所

事業所の津波の浸水深・到達時間

施設の責務

外国人旅行者に関する基礎知識

南海トラフ地震の基礎知識

防災対策の基礎知識

様式９

教育・訓練実施のチェックリスト

区 分 内 容
確認

（○・☓）
備考
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外国人旅行者用コミュニケーションカード（１）

１ チェックイン時の情報提供

日本語 English(英語）

地震を感じたら、周りの日本人に状況を
確認してください。

When you feel an earthquake , Confirm with
Japanese people around you about the situation.

緊急事態発生時は、非常放送、あるいは
係員の指示に従い冷静に行動してくださ
い。

In the event of an emergency , Behave calmly and
follow , the instructions of the emergency broadcast
or stuff members.

英：Do not use the elevator to evacuate.

韓：피난 시에 엘리베이터는 절대 사용하지
마십시오.

中（繁）：避難時絕對不能使用電梯。

中（簡）：避难时绝对不能使用电梯。

避難の際には、エレベーターは、絶対に
使用しないでください。
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駐日外国公館等リスト
平成27年10月22日現在

エリア 国名・地域 名称 住所地 電話番号

韓国 ＜在日大韓民国大使館＞ 港区南麻布1-2-6 03-3452-7612

中国 ＜在日中華人民共和国大使館＞ 港区元麻布3-4-33 03-3403-3388

台湾 ＜駐日台北経済文化代表事務所＞ 港区白金台5-20-2 ※民間 03-3280-7811

シンガポール ＜在日シンガポール大使館＞ 港区六本木5-12-3 03-3586-9111

タイ ＜在日タイ大使館＞ 品川区上大崎3-14-6 03-5789-2433

マレーシア ＜在日マレーシア大使館＞ 渋谷区南平台20-16 03-3476-3840

インドネシア ＜在日インドネシア大使館＞ 品川区東五反田5-2-9 03-3441-4201

フィリピン ＜在日フィリピン大使館＞ 港区六本木5-15-5 03-5562-1600

インド ＜在日インド大使館＞ 港区九段南2-2-11 03-3262-2391

米国 ＜在日米国大使館＞ 港区赤坂1-10-5 03-3224-5000

カナダ ＜在日カナダ大使館＞ 港区赤坂7-3-38 03-5412-6200

メキシコ ＜在日メキシコ大使館＞ 千代田区永田町2-15-1 03-3581-1131

ブラジル ＜在日ブラジル大使館＞ 港区北青山2-11-12 03-3403-5211

英国 ＜在日英国大使館＞ 千代田区一番町1 03-5211-1100

フランス ＜在日フランス大使館＞ 港区南麻布4-11-44 03-5798-6000

ドイツ ＜在日ドイツ大使館＞ 港区南麻布4-5-10 03-5791-7700

イタリア ＜在日イタリア大使館＞ 港区三田2-5-4 03-3453-5291

スペイン ＜在日スペイン大使館＞ 港区六本木1-3-29 03-3583-8531

ロシア ＜在日ロシア大使館＞ 港区麻布台2-1-1 03-3583-4224

オランダ ＜在日オランダ大使館＞ 港区芝公園3-6-3 03-5776-5400

スウェーデン ＜在日スウェーデン大使館＞ 港区六本木1-10-3-100 03-5562-5050

スイス ＜在日スイス大使館＞ 港区南麻布5-9-12 03-5449-8400

フィンランド ＜在日フィンランド大使館＞ 港区南麻布3-5-39 03-5447-6000

豪州 ＜在日オーストラリア大使館＞ 港区三田2-1-14 03-5232-4111

ニュージーランド ＜在日ニュージーランド大使館＞ 渋谷区神山町20-40 03-3467-2271

＜三重県国際交流財団＞ 津市羽所町700 アスト津 059-223-5006 

アジア

北米

中南米

欧州

大洋州

国際交流財団
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JAPANESE SEISMIC

 INTENCY SCALE

（ＪＭＡ）

震 度

（気象庁）

0  Imperceptible to people.  人は揺れを感じない。

1
 Felt slightly by some people

 keeping quiet in buildings.

屋内で静かにしている人の中には揺れをわずかに
感じる人がいる

2
 Felt by many people keep quiet

 in buildings.
屋内で静かにしている人の大半が揺れを感じる。

3  Felt by most people in buildings. 屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じる。

4

・Most people are startled.

・Hanging objects such as lamps

  swing significantly.

・Unstable ornaments may fall.

・ほとんどの人が驚く

・電灯などのつり下げ物は大きく揺れる。

・座りの悪い置物が、揺れることがある。

5Lower
（5弱）

・Many people are frightened and feel

  the need to hold onto something stable.

・Dishes in cupboards and items on

bookshelves may fall.

・Unsecured furniture may move, and

unstable furniture may topple over.

・大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりたいと
感じる。

・棚にある食器類や本が落ちることがある。

・固定していない家具が移動することがり、不安
定なものは倒れることがある。

5Upper
（5強）

・Many people find it difficult to walk

 without holding onto something stable.

・Dishes in cupboards and items on

  bookshelves are more likely to fall.

・Unsecured furniture may topple over.

・Unreinforced concrete-block walls may

 collapse.

・物につかまらないと歩くことが難しい。

・棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。

・固定していない家具が倒れることがある。

・補強されていないブロック塀が倒れることがある。

6Lower
（6弱）

・Many unsecured furniture moves

and may topple over.

・Doors may become wedged shut.

・Wall tiles and windows may sustain

damage and fall.

・In wooden houses with low earthquake

 resistance, tiles may fall and buildings

 may lean or collapse.

・立っていることが困難になる。

・固定していない家具の大半が移動し、倒れる
    ものもある。ドアが開かなくなることがある。

・壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。

・耐震性の低い木造建物は、瓦が落下したり、
 建物が傾いたりすることがある。倒れるものもある。

6Upper
(6強)

・It is impossible to move without

crawling. People may be thrown

through the air.

・Most unsecured furniture moves,

and is more likely to topple over.

・Wooden houses with low

earthquake resistance are more

・likely to lean or collapse.

・Large cracks may form, and large

landslides and massif collapses

may be seen.

・はわないと動くことができない。飛ばされることも
ある。

・固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるもの
が多くなる。

・耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるもの
が多くなる。

・大きな地割れが生じたり、大規模な地すべりや山林
の崩壊が発生することがある。

7

・Wooden houses with low

earthquake resistance are even

more likely to lean or collapse.

・Wooden houses with high earthquake

resistance may lean in some cases.

・Reinforced-concrete buildings with low

 earthquake resistance are more likely to

 collapse.

・耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものがさらに
多くなる。

・耐震性の高い木造建物でも、まれに傾くものがある。

・耐震性の低い鉄筋コンクリート造の建物では、倒れるもの
が多くなる。

Summary of Tables explaining the JMA Seismic Intensity Scale
震度と揺れ等の状況（概要）
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外国人旅行者に関する基礎知識

（１）地震そのものを理解できない人がいる

全く地震を経験したことのない国や大きな地震が発生したことがない国から来た外国人旅行者
は、どうして地面や建物が揺れたり、家具が転倒してきたりするのか理解できず、気が動転して
パニック状態になることがあります。
⇒何が発生したのかを説明する必要があります。

（２）地震の揺れで感じた疑問をそのままぶつけてくる人がいる

日本人は揺れの大きさで、ある程度の被害の大きさを予測できますが、外国人旅行者は過剰
に反応する傾向があり、ロビーに集まってきて、『建物は大丈夫か』『何がどうなっているのか』と
いった質問が殺到することがあります。
⇒施設や建物が安全であることを強調する必要があります。

（３）地震や余震の揺れによる恐怖でパニックを起こす人がいる

大きな地震の後で断続的に余震が発生した場合などは、恐怖で精神的に追い詰められてしま
うことがあります。
⇒①『今、何が起こっているか』をわかってもらえるよう説明する必要があります。

 ②大使館、旅行会社、関係機関等と連絡をとり、状況の説明をお願いする必要があります。

（４）地震後の停電や断水を理解できない人がいる

旅館やホテル側の過失と勘違いし、早く修復するよう要望や要求をする外国人旅行者が出て
くる可能性があります。
⇒復旧の見通しや水や照明の準備、食料の状況などを説明する必要があります。

（５）エレベーターを使おうとする人がいる

地震の時に、停電で閉じ込められる恐れがあることは日本人には知られていますが、外国人
旅行者はそうではないため、エレベーターを使って逃げようとすることがあります。
⇒地震発生時には、エレベーターの使用禁止を徹底する必要があります。

（６）自分だけでは避難することができない

建物内にとどまることが危険な場合は、屋外への避難誘導や避難場所へ避難を指示しますが、
外国人旅行者は地域に詳しくないので、自分だけでは避難場所へ行くことができません。
⇒従業員による避難誘導や避難場所へ直接案内する必要があります。

（７）最新の正しい情報を入手できない

地震後は、日本国内の知人や母国の家族に連絡をとりたいという相談が殺到することがありま
す。
⇒電話やインターネット等が使えなくなった場合に『連絡できません』と言うのは簡単ですが、

納得しない可能性があります。このような場合、提供できる情報やその情報源を伝える必要が
あります。

（８）外国人旅行者の関係者から安否や滞留場所の問い合わせが殺到する

地震が発生した場合、家族や同行者と離ればなれになっていた場合は、旅館やホテルにその
方の安否確認を求めてきます。
⇒施設に滞在している外国人旅行者が外出する際には、その行き先を聞いておくのが一番です

が、個人旅行者の場合は行き先の把握に工夫が必要です。また、安否確認の担当者を指名
しておき、各観光地や旅行会社の担当者等と連絡をとる訓練も必要です。

（９）ほとんどの外国人旅行者は被災している場所からの移動を希望する

地震等を怖がって『安全な地域へ移動したい』『すぐに帰国したいがどうすればよいのか』とい
う情報を求めてくることがあります。
⇒①まずは、恐怖心を取り除き、公共交通機関が停止しているような場合は、むやみに移動し

ないよう伝える必要があります。
 ②同時に、飛行機・鉄道その他の交通機関の最新運行状況の入手、また、大使館、旅行会

 社、関連団体とどう連携するかを準備する必要があります。
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地震・津波避難対策の心得 ●想定される震度及び浸水深・到達時間等 ●震度と揺れ等の状況（概要）

（※マニュアルを確認し、自分で記入） 震度４  電灯などのつり下げ物は

施設名  大きく揺れる

震度５弱 固定していない家具が移動

氏 名  することがあり、不安定な

 ものは倒れることがある

「お客様をもてなすにあたり、 震度５強 補強されていないブロック

 防災対策も必要であることは  塀が倒れることがある

 言うまでもありません。」 震度６弱 耐震性の低い木造建物は、

～『観光客の安全・安心の確保  瓦が落下したり、建物が傾

     は最高のもてなし』～  いたりすることがある。倒れ

 るものもある。

●情報収集を怠ったり、避難誘  浸水深の 10.0m ３階建ての建物が水没 震度６強 耐震性の低い木造建物は、

 導を行わなかったりした場合、 目安  5.0m  ２階建ての建物が水没  傾くものや、倒れるものが

 損害賠償責任や業務上過失  2.0m  木造家屋のほとんどが全滅  多くなる

 致死罪に問われる可能性あり   1.0m  津波にまきこまれた時 震度７  耐震性の低い鉄筋コンクリ

⇒ 適切な避難誘導が必要 ほとんどの人が亡くなる  ート造の建物では、倒れる

 0.3m  避難行動がとれなくなる  ものが多くなる

地震・津波避難対策の心得 ●想定される震度及び浸水深・到達時間等 ●震度と揺れ等の状況（概要）
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●防災体制等 ●地震・津波発生時の行動マニュアル（概要） ●外国人旅行者に関する基礎知識

（※マニュアルを確認し、自分で記入） ・身の安全の確保を呼びかけ

◆私は、 ・冷静な行動を呼びかけ （１）地震そのものを理解できない人がい

※大きな地震、あるいは、比較的揺れが る

昼間 小さくても１分以上の長い時間揺れた （２）地震の揺れで感じた疑問をそのまま

係 場合は、津波来襲の危険性ありと判断 ぶつけてくる人がいる

夜間 です。 して、ただちに避難体制を整えます。 （３）地震や余震揺れによる恐怖でパニッ

クを起こす人がいる

◆全体統括係は、 ・状況説明 （４）地震後の停電や断水を理解できな

・避難誘導 い人がいる

責任者 ・安否確認 （５）エレベーターを使おうとする人がいる

さん ※高齢者、障がい者、妊婦などの方々 （６）自分だけでは避難できない

担当者 です。 には、避難誘導係や救護係が状況に （７）最新の正しい情報を入手できない

応じた対応を行います。 （８）外国人旅行者の関係者から安否や

◆地震・津波対策マニュアルは、 （介添や筆記など） 滞留場所の問い合わせが殺到する

に保管 ※外国人には、「外国人旅行者用コミュ （９）ほとんどの外国人旅行者は、被災

しています。 ニケーションカード」等を活用しながら している場所からの移動を希望する

対応します。
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シート名

① マニュアル マニュアル

・様式１ 様式1

・様式２の１ 様式2の1

・様式２の２ 様式2の2

・様式３ 様式3

・様式４ 様式4

・様式５ 様式5

・様式６ 様式6

・様式７ 様式7

・様式８ 様式8

・様式９ 様式9

② コミュニケーションカード コミュニケーションカード

・コミュニケーションカード（１） ｶｰﾄﾞ①

・コミュニケーションカード（２） ｶｰﾄﾞ②

・コミュニケーションカード（３） ｶｰﾄﾞ③

③ コミュニケーションカード コミュニケーションカード別冊リスト ｶｰﾄﾞﾘｽﾄ 下記シートのカードを別冊として綴じる

別冊リスト ・ｶｰﾄﾞ②-2

・ｶｰﾄﾞ③-2

・ｶｰﾄﾞ⑤-1

・ｶｰﾄﾞ⑤-2

・ｶｰﾄﾞ⑤-3

・ｶｰﾄﾞ⑤-4

④ 駐日外国公館等リスト 駐日外国公館等リスト 公館ﾘｽﾄ

震度と揺れの状況（概要） 震度と揺れの状況（概要） 震度

⑤ チェックイン時配付資料 津波避難マップ

Safety Tips チラシ

Safety Tips 説明資料

（かざすCity チラシ）

（鳥羽市避難誘導Webシステムチラシ）

⑥ 教育・訓練資料 教育・訓練資料 教育訓練

備考
綴じる資料

ラベル仕切カード
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